
2026 年度 理研よこはまサイエンスカフェ【横浜雙葉中学高等学校】 

開催報告 

 

理研横浜キャンパスの研究内容や魅力を地域の中・高校生に伝えるため、 

横浜雙葉中学高等学校にて、理研よこはまサイエンスカフェを開催しました。 

 

日時：2026 年 8 月 26 日（水）13:00 ‒ 15:00 

場所：横浜雙葉中学高等学校 

参加者：横浜雙葉中学高等学校、湘南白百合学園中学・高等学校 生徒 計 108 名 

講演タイトル：「好きなことを仕事にするってどういうこと？ －研究者の道と女性のキャリア－」 

講師：理化学研究所 生命医科学研究センター 空間免疫制御理研 ECL 研究ユニット 

理研 ECL 研究ユニットリーダー 佐藤 尚子（さとう なおこ）氏 

 

 

今回のサイエンスカフェは、横浜雙葉中学高等学校および湘南白百合学園中学・高等学校の合同で開催さ

れ、両校の中高生あわせて 100 名を超える大規模なイベントとなりました。佐藤氏による講演と、その後の質

疑応答を通じて、研究の面白さや研究者としてのリアルな歩みが熱気あふれる対話の中で伝えられました。 

 

講演の前半では、佐藤氏の自己紹介とともに、研究者を志した経緯やキャリアの歩みについて語られまし

た。幼少期に自身がアトピー性皮膚炎を経験し、「なぜ発症するのか、原因を知りたい」と強く思ったことが現

在の免疫学研究の原点となっていることが明かされました。また、「勉強とは過去の知識や歴史を巡ることであ

り、研究とは未解決の問題を誰よりも先に解決すること」という研究の本質や、研究者のキャリアは一本道で

はなく多様であること、学歴はお守りにはなってもそれだけで決まるものではないことなど、中高生にとって

視野が広がるメッセージが伝えられました。さらに、アカデミアと企業研究の違いや、2 児の母親として仕事と

子育てを両立させている日々のスケジュール、研究室を率いる管理職としての仕事内容についても具体的に紹

介されました。 



 

続いて、理研における女性研究者の現状やダイバーシティ推進の取り組み、そしてフランス・パスツール研究

所での 7 年間にわたる留学経験が紹介されました。留学生活を通じて学んだ「オンとオフのメリハリをつけた

生活」「多様な人々とのネットワーク構築」「自分の意見を明確に伝えることの重要性」など、国際的な研究現

場のリアルな経験談が語られ、「学生時代は将来好きなことを仕事にするための準備期間」「10 年後には性別の

違いによる障壁はもっと低くなっている」と、女子生徒たちの背中を押す温かいエールが送られました。 

 

専門研究の紹介については、その後の質疑応答パートの際に改めて解説が行われました。佐藤氏が専門とす

る粘膜免疫学の最前線として、自身が発見に携わった「自然リンパ球（ILC）」の役割を中心に、小腸における

食事由来成分と腸内細菌（Lactobacillus）による ILC3 活性化、漢方薬（大建中湯）と腸内細菌の代謝物が粘膜

上皮防御に寄与する仕組み（NHK スペシャルでも紹介）、さらには従来免疫学的意義が低いと考えられていた胃

における ILC2 の働き（ピロリ菌感染防御や共生細菌応答）や、脂肪組織における ILC1 の炎症抑制機能など、

先端研究の具体的なメカニズムや社会還元の実際について丁寧に説明されました。 

 

 

質疑応答では中高生ならではの率直な質問が次々と寄せられました。「研究を続ける上でのモチベーションや

忍耐力はどこから湧くのか」「理科は好きだが英語や数学が苦手な場合はどう向き合えばよいか」「研究テーマ

や期間の決め方」「海外留学での言語や文化の壁、人種の違いによる経験」など多岐にわたる問いに対し、佐藤

氏は自身の経験を交えながら「仕事には忍耐力が必要であり、原動力は好奇心や実験で明らかになる面白さ」

「英語は人と人との対話のテンポのために大切で、後からでも伸ばせる」「若いときの失敗は『失敗』ではなく

『経験』」と親身にアドバイスを送り、生徒たちは熱心に耳を傾けていました。さらに、サイエンスカフェ終了

後にも個別に質問に来る生徒が何人も見られ、佐藤氏が一人ひとりの質問に親身に受け答えをする姿が印象的

でした。 

 

理研よこはまサイエンスカフェでは、今後も地域の、特に若い世代に向けた出張講義を継続して行います。 

理研よこはまサイエンスカフェに関するお問い合わせ：yscafe[at]riken.jp 


